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落合陽一のポジションの説明  
(研究者/経営者/芸術家/大学教員/そして子育て世代の20代として)

落合陽一的アジェンダと提言

１．少子高齢社会において我々が国際競争力を回復し成長戦略を考えるには，テクノロジーを用いて，多様な個人の特徴や可
能性にフィットし，自動化と省人化を目指した社会インフラを構築し，またその市場経済を構築しなくてはならない．そのた
めには近代的モノの見方から脱却し，画一的なものを知能機械に置き換え，我々自身の思考基盤も更新する必要がある．

２．個人の時代を目指す上で，教育の拡充は必要不可欠である．近代教育を踏襲する教育制度がまず変わらなくてはいけな
い．大学などの高等教育は税金ベースではなく，研究の社会実装により大学は独立採算にならなければならない．また教育は
抽象思考力，価値判断力，問題発見能力を培うものでなくてはならない．未来を予想する力と金融的投資能力が必要である．

提言

はじめに/自己紹介  

３．テクノドリブンな社会運営を行っていく上で，地方自治は国政以上に発言力を持つべきだ．人口の広がりすぎた民主主義
は機能しない．多様で依存を許容する社会を地方から考える必要があり，地方議会は国政による政策とローカルコミュニティ
との距離を決める場であるべきだ．「独立した個人かつマスによる意思決定」ではなく「共依存的なコミュニティ」による意
見の集合が「最大公約数」である国政と対話するべきである．「速度と適応範囲」の違う両者の良さを生かさねばならない．

４．日本的美的感覚や文化感覚の中にあるテクノロジー受容性を見つめ直すべきである．我々は平成文化/戦後文化/戦前文化/
明治文化…(中略)…縄文文化など多義的・両義的なパラダイムの中で生きてきたことを忘却しており，我々の使う「明治以降の
日本語言語」が「近代パラダイムに」依存していることに無頓着である．視野を更新して文化政策を考えなくてはならない．

コンピューテーションによる近代の超克 
テクノフォビア的国政からテクノドリブンな地方自治へ



2000年代に習った 
日本の高齢化社会のイメージ

2010年代の今，取り組むべき 
高齢化社会で経済成長する方法

シンギュラリティが来て能力が 
強化されたハッピーな状態

働けなくなった高齢者を支えるのは労働する 
若い人々。人間が人間の面倒をみる絆が大切。 
それでも人口が減り、若者がいない社会なので 
働けない老人を抱えた日本の未来は真っ暗です。 
さようなら。あとは頑張ってください。

高齢者を支えるのは高度に発達した自動運転技術や 
自動化技術。介護の現場でも、ウォシュレットのような 
手軽さでオムツ替えができるなどお年寄りからも好評。 
認知症の人々はMRゴーグルで記憶を補強している。 

貴重な若者は職に溢れず自動化社会で生産性を向上させる。

高齢化も進行し人口が減少していくが，全員が機械と 
融合することによって，何才まででも働ける社会に。 
若返り技術や不老不死技術なども研究される。 

他国が人口増加と機械化失業で政情不安に悩まされる中、 
人口減少の日本は、個人の幸福度が非常に高くなる
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